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　刈谷の歴史に親しみ、学ぶことが
できる生涯学習活動の拠点として、
平成 31 年（2019）3 月 24 日に刈谷
市歴史博物館が開館しました。
　当館は、刈谷城跡である亀城公園
の周辺に位置しており、刈谷市の歴
史資料の保存継承、調査研究を行い
ながら、その成果を展示や普及啓発
活動によって紹介しています。
　これから、どうぞよろしくお願い
いたします。



2

企画展示室

歴史ひろば
お祭りひろば 資料閲覧室

の施設に配置されていましたが、
当博物館に集約されました。こ
の４つの機能を軸に据え、相互
につながることで、刈谷の歴史
資料の保存・活用を、より有効
なものとします。

　歴史博物館の役割

　当博物館の中には、展示室や
閲覧室のほかにも、講座室と体
験学習室があります。ここでは、

　刈谷市歴史博物館は、刈谷の
歴史資料や祭礼文化等を保存継
承・調査研究・活用する施設で
す。資料の展示や保存といった、
一般的な博物館の機能のほかに
も、さまざまな機能を含んでい
ます。
　ここでは、当博物館の機能や
役割について紹介します。

　歴史博物館の機能

　博物館が担う役割は、①収集
保存、②調査研究、③展示公開、
④教育普及の４つに大きく分類
されます。これを「ミュージア
ム機能」とすると、当博物館は
ここに「埋蔵文化財保存活用機
能」「祭り伝承機能」「アーカイ
ブズ機能」を兼ね備える多機能
型博物館です。
　これらの機能は、今まで別々

講演会やワークショップを開催
し、歴史文化の教育普及に努め
ています。
　また歴史資料・考古資料・図
書の収蔵庫では、日々資料の調
査を行っています。保存状態の
確認や多角的な研究を進めてい
くことで、新たな発見を探ると
ともに、これまで伝えられてき
た先人たちの「たから」を、次
の世代へと繋ぐ役割を担ってい
ます。
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　概要

　本作は、夏季企画展「はこぶ
ものたち－運搬事始メ－」の資
料調査の中で発見された、錦絵

（多色刷りの浮世絵）です。企画
展に先立ち、ポスターやチラシ
などで「『はこぶものたち』を描
いた資料」として紹介していま
したが、ここでは作品に描かれ
たモチーフを中心に紹介を行い
たいと思います。
　まず、本作は大判と呼ばれる大
きさの紙を 3 枚横並びにして鑑
賞する錦絵です。すべて並べると
約 370 × 755mm という、大きな
画面になります。この画面いっぱ
いに、神田川にかかる萬

よろづよばし

世橋（現
在は「まんせいばし」）とその上
を通る鉄道馬車が、周囲の風景や
名所と共に描かれています。鉄道
馬車はもちろん、石造りのアーチ
が特徴的な橋や洋風の傘、ガス灯
など、文明開化を表すモチーフが
多く描かれることから、錦絵のな
かでも「開化絵」というグループ
に分類されます。

　本作の画面左下に「梅壽国利」
と記載されており、作者は歌

うた

川
がわ

国
くに

利
とし

（1847 ～ 99）であること
が分かります。国利は、本名を
山村清助といい、幕末から明治
期前半にかけて活躍した浮世絵
師です。三代歌川豊

とよ

国
くに

(1786 ～
1865） お よ び 二 代 歌 川 国

くに

貞
さだ

（1823 ～ 80）の門人であり、名
所絵・開化絵などを得意としま
した。

　鉄道馬車

　本作の中心のモチーフは「鉄
道馬車（馬車鉄道）」です。鉄道
馬車とはレールの上を走る馬車
のことで、もともと馬や馬車を
活用していたヨーロッパで誕生
しました。日本では、「東京馬車
鉄道」が明治 15 年（1882）に
運行を開始し、市街交通のツー
ルとして発展することになりま
す。本作は鉄道馬車の登場後す
ぐに描かれているため、報道や
広告の要素も持ち合わせている
と考えられます。

　線路掃除人

　本作の特徴のひとつに、「線路
掃除人」と赤い札（題

だい

箋
せん

）がつ
けられた人物があげられます。
線路掃除人とは、鉄道馬車の
レールを清掃する人のことです。
また、鉄道馬車の客車の等級ま
でも題箋を使用して説明してい
ます。このように、鉄道馬車を
子細に解説する作品は、ほとん
どありません。人力車などの他
の乗り物や洋装などに言及して
いない点からみても、本作は鑑
賞用の錦絵というよりも、鉄道
馬車の広告の側面が色濃い作品
と言えるでしょう。

（学芸員　永井 優香子）
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　本展覧会は、水野勝成の「戦
い」と「内政」に注目して構成
しました。勝成は「鬼日向」と
呼ばれるなど、戦国武将として
戦場での活躍ばかりに目が行き
がちですが、実は転封先の福山
においては「開祖」として現在
まで顕彰活動が続いています。
勇猛果敢な戦国武将でありなが
ら、福山城の築城や城下町建設
にも力を尽くす、そのような魅
力ある人物像を伝えられたので
はないでしょうか。
　第 1 章では「鬼日向・水野勝
成の戦い」と題し、特に江戸時
代の 3 つの戦い（関ヶ原の戦い、
大坂の陣、島原・天草一揆）に
スポットを当てました。それぞ
れ、戦いの流れと勝成の役割に
ついて伝える資料を展示し、徳
川家康や江戸幕府を支える勝成
の姿を明らかにしました。さら
に、今回の展示では「現場主義」
にこだわりました。戦いが行わ
れた現地に遺された資料や、後

世その地において考証のため作
られた資料も借用展示すること
で、一般的な教科書や歴史書で語
られる戦いの姿とは、少し異なる
見方を提供することができたの
ではないかと考えております。
　第 2 章「為政者・水野勝成」
では、領主としての勝成に着目
し ま し た。 勝 成 は 慶 長 5 年

（1600）に親の跡を継ぎ刈谷城
主となった後、大和郡山を経て
備後福山へと加増・転封されま
す。元和 5 年（1619）に 10 万
石として入封した備後国では、
領内をくまなく巡検し、現在の
福山城の地を見出しました。当
時新規の築城は禁止されていま
したが、勝成は幕府から特別に
許可を受け、築城を行いました。
それに伴い城下町も一から建設
し、特に水道管の敷設など当時
の地方都市としては先進的な事
業も展開しています。この他、寺
社への崇敬も篤く、荒廃してい
　　　　　た備後一宮の吉備津
　　　　　神社再興をはじめ、
　　　　　多くの寺社へ寄進を
　　　　　行っています。ここ
　　　　　では人心の安らかな
　　　　　ることを願う、為政
　　　　　者としての姿を見る
　　　　　ことができます。

　勝成は慶長 5 年から元和元年
（1615）までの 15 年間、刈谷を
治めていました。この 15 年間、
勝成が刈谷で行った事業に関す
る資料は残念ながら見つかって
おりません。しかし、福山にお
ける勝成の為政者としての姿を
見ると、刈谷で何も行わなかっ
たと考える方が不自然です。こ
れは今後、研究の進展によって
新たな資料の発掘が期待される
ところです。
　本展覧会は「開館記念企画展」
と銘打ち、開館日からおよそ２
か月にわたり開催しました。２
万人を超える来館者の方にご覧
いただき、勝成の事績について
も多くの方に知っていただけた
のではないかと思います。また、
講演会や展示説明会の他にも数
多くのイベントを開催すること
ができました。
　最後になりますが、本展及び
イベントの開催にあたりご協力
を賜りました全ての方に御礼を
申し上げます。

（学芸員　長澤 慎二）
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　刈谷市には約 150 か所の遺跡
が存在します。遺跡とは、昔の
人が生活した痕

こん

跡
せき

を指し、市内
には本刈谷貝塚（天王町）をは
じめとする縄文時代の貝塚から、
近世の刈谷城跡（城町）など様々
な時代の遺跡があります。
　本来であれば、できるだけ手
をつけずに後世に残していくこ
とが望ましいのですが、やむを
得ず宅地開発などが行われる場
合には、工事前に発掘調査を行
い、写真や図面等によって記録
し、保存しています。
　中条遺跡は刈谷市の東部、重
原本町に位置する遺跡です。昭
和 34 年に地元の刈谷高校の生
徒により発見されて以来、長ら
く縄文時代の貝塚として周知さ
れていましたが、刈谷市教育委
員会が平成 7・8 年度に土地区
画整理事業計画に伴い実施した
範囲確認調査によって縄文時代
から江戸時代に至る複合遺跡で
あることが判明しました。そこ
で、事業計画予定地のうち、約
17,300㎡を平成9年度から平成
12 年度までの 4 年間にわたり
発掘調査しました。
　4 年間の調査の結果、縄文時
代の貝類や魚骨、獣骨など食料
に関する資料もたくさん出土し
ました。また、飛鳥時代から室
町時代の遺構、遺物が大量に出
土し、各時代においてさまざま
な地域との関わりを示すものが
含まれており、かつてこの場所

に住む人々が多くの地域と交流
しながら生活していたことが初
めて分かりました。またその生
活のなかで、古代における官人、
中世における武士などリーダー
のすがたも垣間見ることができ、
刈谷市の歴史を知る上で貴重な
発見がありました。
　本展示では、中条遺跡の出土
品を中心に刈谷市の古

いにしえ

の人々の
暮らしについて紹介します。

発掘調査の様子

暑い日も…

雪が降った日も…

見どころ①
秋田県から土偶がやってきた！
　中条遺跡では
縄文時代の土器や
石器、土偶などさ
まざまなものが出
土しています。出
土品の中には、東
北地方北部のもの
と類似する文様が
つけられた土偶があり、当時の
祭祀や地域交流の一端を表す資
料として注目されます。今回は
その類似する土偶を秋田県北秋
田市から借用しています。
　東海地方での展示は " 初 " で
すので、ぜひご覧ください。

見どころ②
中国の製品・玉

たま
取
とり
獅
じ
子
し

　中条遺跡から出土した、室町
時代ごろの皿です。
中国の景

けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

で焼かれ、中に
は玉取獅子が描
かれています。

（学芸員　河野 あすか）
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刈谷の近代化と
豊田佐吉・喜一郎
2019年12月14日（土）〜2020年2月9日（日）
ー準備は出来たカリヤは邁進しますー

　博学連携とは、「博物館」と「学校」が協力
しながら、児童・生徒の教育を推し進める取
り組みのことです。博物館だけ、学校だけで
は学びきれないものを補い合うことで学習効
果を高めることができます。
　当博物館では、5 月から 6 月にかけて市内
の中学 1 年生を対象に、刈谷の縄文時代につ
いての講座と、学芸員の解説付きの館内見学
を行いました。実際に土器や矢じりに触った
り、バックヤードを見学したりと、中学校で
はなかなか経験できないことを、学んでいた
だけたかと思います。
　これからも、児童・生徒が当博物館を利用
することで歴史に興味を持ち、学校での学び
を深めたり、生涯を通して博物館を活用して
学ぶ力をつけたりできるように努めます。
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－準備は出来たカリヤは邁進します－


